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第 17回定期総会を開く 
“全力で高齢者の生活守る”宣言採択 

 

退職者連合は 7月 11日、都

内・千代田区の連合会館で第

17回定期総会を開き、2013年

度の運度方針や対政府要求な

どを決めました。 

 

参議院選挙の最中に開かれ

た総会には、役員や代議員な

ど全国から約 200 人が参加し

て、活発な議論を行ないまし

た。今期は役員改選があり、

再任された阿部保吉会長を先

頭に、選出された役員による

新幹事会体制がスタートしま        △総会で2013年度運動方針案を提案する羽山治美事務局長（11日、連合会館）     

した。また採択された 2013 年度対政府要求について

は、総会後ただちに政府への要請を行うことが確認さ

れました。来賓としては、連合本部の南雲弘行事務局

長、民主党の大畠章宏代表代行（衆議院議員）、社会民

主党の吉田忠智政策審議会会長（参議院議員）がそれぞ

れあいさつしました。 

総会は最後に「退職者連合は、どのような政治情勢に

なろうとも自らの要求を大切にし、日本の社会保障制度

を守り、高齢者の生活を守るために全力をつくす」（要

旨）との総会宣言を満場一致で採択しました。            
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2013年 7 月 22 日(月) 第 147 号 

退職者連合 

地震・津波からの復旧・復興、原

発事故からの再生は、これからが

勝負。風化させることがないよう

に支援していきたい」と述べまし

た。また総会が参議院選挙の最中

にあることにも触れ、「これから

の日本の進路を決定づける重要   阿部保吉会長 

な選挙」とした上で、総力戦で産別組織内候補の必勝

と選挙区候補を含む連合推薦候補の必勝を期す」と檄

をとばしました。 

 さらに会長は、自民党政権の経済政策が高齢者の生

活を直撃していると警鐘を鳴らし、雇用の確保、格差 

の解消、社会保障制度の改善、ＴＰＰ問題や原発とエ 

ネルギー政策、憲法改悪反対などの具体的課題を対抗 

自民党政権との闘いは対抗軸を明確にして 

 総会の冒頭、主催者あいさつした阿部保吉会長は、

3.11東日本大震災に触れ「震災復旧が進まず、被 

災者の多くの方が今日もなお避難生活をされている。 
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軸として闘うことを訴えました。あわせて退職者連

合の政治的・社会的影響力を高めるためには、組織

拡大が重要だとし「1000万連合の取り組みと連携し

た退職者連合 300万組織達成に向けたさらなる取り

組み」を強調しました。 

とくに現在、現退一致で連合と進めている「現退対

話行動」について中央・地方での取り組みをあらため

て要請しました。 

 

 

 

組織拡大で共にがんばろう 

連  合  

   南雲 弘行 事務局長 

   連合は 10 月に第 13 回定期大

会を開く。そこでは 1000万連合

実現に向けて態勢の強化や人材

育成、広報の強化をはかってい

きたい。組織拡大に向けて退職

者連合のみなさんと実りある意

見交換をさせていただきたい。 

働く仲間の立場を原点に闘っていく 

民主党代表代行 

大畠 章宏 衆議院議員 

 民主党は“人と暮らしに責任を

持ち、働く仲間の立場に立ってい

く”という原点を大事にして、再

出発した。このことを踏まえてこ

れから社会保障制度、年金問題、

医療・介護、福祉、教育の充実を

はかっていきたい。とりわけ憲法改正問題は、平和

を守る闘いだ。しっかりと奮闘していく。 

高齢者への負担増に反対 

社会民主党 政策審議会会長  

 吉田 忠智 参議院議員 

 小泉構造改革によって雇用・労

働法制の規制緩和がすすみ格差と

貧困が拡がった。安倍自公政権は、

そのことをまたやろうとしている。

医療・介護の充実、年金改悪阻止

で退職者連合と政策課題を共有し、高齢者への負担

増をすべきでないという立場で連帯していきたい。 

 （発言順・敬称略） 

 

憲法改悪と戦争に反対しよう 

ＪＲ総連ＯＢ連絡会 田中栄六    

   3点ある。１点は、福島の原発事

故。OB 連絡会の仲間 8 人が福島か

ら北海道に移住生活せざるを得ず、

生活権が奪われた。核と人間は共

存できない。今一度 3･11のとらえ

返しを。2 点目は年金問題、“年金をただ取りして

いる”という風潮は許せない。3点目は、平和問題。

憲法改悪に反対し、声を大にして戦争に反対しよう。 

組織拡大には地道な取り組みを 

広島退連・事務局長 乃美友二郎    

   未組織の組織化は連合、地方連合

会の協力が必要だ。広退連は、連合

広島の執行委員会に出ている。広島

では 300人会員を増やした。未組織

対策として連合広島に対して広退連

に未加入組織と話をする場を要請している。組織拡

大で立派な方針が出ているが、問題はどのように実

践していくかだ。地道に地味な運動をコツコツと繰

り返していくことが組織拡大になる。 

竹島問題で協力を 

島根高退連・会長 若佐俊之    

   竹島問題を本部で取り上げても

らい感謝したい。8月 30日に連合

中国ブロック主催で竹島の領有権

を求める集会を松江市で行う。ぜ

ひご協力をお願いしたい。原発問

題は、本部方針に賛成だ。原発をなくしていく方向

でやっていきたい。 

社会保障制度の将来をどうするか 

神奈川シニア連合・会長 新田尊士    

   社会保障制度のあり方について

参院選挙では、論議にもなってい

ない。今、すさましい勢いで人口

構成のひずみが起きている。支え

られる側が増え、支ええる側がど

んどん減っている。こうなったら 5％の消費税では

間に合わない。10年、30年経ったらどうするのか。                                                     

来賓あいさつ（要旨） 

会場からの発言（要旨） 
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  社会保障制度をどう維持していくのかが、退職者連

合にも問われている。 

退職者連合の地域組織強化を 

福岡退連・事務局長 檀 勝樹    

 一つは組織拡大について。連合福岡と 5月に現退

対話をした。介護など地域におけ

る高齢者の課題にどう取り組んで

いくか。地域の高齢者の参加をは

かっていくことが大事であり、地

域組織の強化が必要。福退連では

７つの地域組織（地協）を作った。まだ親睦会の域

をでていない。それを支えるため地協 OB 会づくり

を進めている。２つ目は、低所得高齢独身女性問題

について。具体的問題とは何か。体系的に取り組む

中身とは何か。 

介護問題について 

佐賀退職者連合・会長 大島房雄  

 介護の問題について。今、どこに問題があるか、

行政と話し合いを持った。その結果、

なぜ介護保険料に差はあるのかが明

らかとなった。原因は介護施設が多

いところほど保険料が高いというこ

とだ。包括支援センターの業務を大

きな病院の介護施設に行政が丸投げ

している。その施設の人が介護支援計画策定委員に

もなっている。もっと高齢者の代表が委員に参加す

べきだ。そのため老人会との対話や全国的な運動に

してほしい。 

年金問題で意見を出すべき 

鉄道退職者の会 羽切信夫  

 ２つの点について。１つは、公

的年金の受給資格年齢の引き上

げについて。２つ目は、年金基金

問題について。退職者連合は意見

を出すべきだ。 

 

   ＜本部答弁＞＊（ ）内は発言された方 

①（田中さん）被災地の状況は発言の通り。退職者

連合はこれからも忘れない運動を続けていきたい。

平和問題も全くその通り。 

②（乃美さん）組織拡大はコツコツ、小さいところ

から、というのはその通り。今、現職の皆さんとの

対話していただいている。現退対話をすすめていき

たい。未組織対策は、連合と一体となっていくしか

ない。現役の地方連合会と連携してほしい。 

③（若佐さん）その通りだ。 

④（檀さん）組織拡大で地域の重要性はその通りだ。

低所得高齢独身女性問題は深刻だ。男女平等参画委

員会で検討していきたい。 

⑤（新田さん）民主党の社会保障と税の一体改革が

中途半端に終わったことが問題だ。財源問題の基本

的な考え方は、まず社会保障と税の一体改革の方向

性を明らかにすること、不公平税制の是正、それか

ら消費税ならわかる。その際、現職だろうと退職者

だろうと応能負担が原則だ。年金問題は、雇用制度

と賃金制度を変えない限り抜本的改革にならない。 

⑥（大島さん）連合と相談をしながら対応していき

たい。 

⑦（羽切さん）受給年齢引き上げは、雇用と連結で

きるのかが問題だ。これはひとえに現役・連合の問

題だ。退職者連合の見解については、8月 21日に社

会保障改革国民会議の見解がでるので、その中身を

検討して対応していきたい。 

＜総会次第＞ 

１．開会 

２．議長団選出 

３．総会書記任命 

４．資格審査・議事運営委員選出 

５．会長あいさつ 

６．来賓あいさつ 

  （連合、民主党、社民党） 

７．資格・議運委員長報告 

８．総会成立宣言・議事運営確認 

９．2012年度経過報告 

10. 2012年度一般会計・特別会計決算報告 

  ・会計監査報告 

11. 議事 

    ①第１号議案 2013年度運動方針  

   ②第２号議案 一般会計・特別会計予算 

   ③第３号議案 規約改正 

   ④第 4号議案 役員改選 

12. 総会宣言採択 

13. スローガン採択 

14. 新旧役員あいさつ 

15. 総会議長退任・総会書記解任 

16. 閉会 
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＜退職者連合本部事務局・新スタッフ紹介＞ 

みなさん、よろしくお願い 

します。 

（名前）菅井
す が い

 義夫
よ し お

       

 ①役職 事務局次長 

 ②担当 政策､企画､総務、財政、渉外 

 ③所属 ＵＡゼンセンシニア友の会 

 

＜2013年度役員名簿＞      （敬称略） 

                                                                                                    

                                                     

ご苦労様でした。 

 第 17回定期総会でご退任された役員の方々。 

 これまでのご活動に感謝申し上げます。 

前 副 会 長  上田 京子さん（全国退女教） 

        奥村 修三さん（郵政退協） 

 前事務局次長 木村  寛さん（自治退） 

 

役 職  名 前 所  属 役 職  名 前 所  属 

会   長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

事務局長 

事務局次長 

事務局次長 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

再 

再 

新 

新 

再 

再 

新 

再 

再 

新 

再 

再 

再 

新 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

阿部 保吉 

福田 利久 

川島   靖 

臼井百合子 

赤尾 卓美 

羽山 治美 

菅井 義夫 

林   道寛 

川端 邦彦 

野田那智子 

岩河 吉美 

五十嵐 久 

高橋フミ子 

竹田 邦明 

寺井 律子 

飯田   勉 

小野美代子 

須賀 章徳 

石川   昇 

熊崎 清子 

古谷 徳重 

大熊 勝明 

林退会 

自治退 

郵政退協 

全国退女教 

UA ｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友の会 

Ｎ労組退職者の会 

UA ｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友の会 

連合本部 

自治退 

自治退 

Ｎ労組退職者の会 

郵政退協 

郵政退協 

日退教 

日退教 

鉄道退職者の会 

退女教 

日産労連エルダー 

林退会 

UA ｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友の会 

都市交退協 

JR総連 OB連絡会 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

幹   事 

会計監査 

会計監査 

顧   問 

顧   問 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

新 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

再 

佐藤 光雄 

丸山  清 

太田 敏夫 

井田 隆重 

平田 英男 

園田 順子 

芦沢 春樹 

橋村 良夫 

青木 研一 

吉田 鈴江 

柴田 哲夫 

橋本 義雄 

小栗 啓豊 

唐澤  脩 

原  隆二 

北岡 孝義 

宮崎 安基 

池田 捷治 

竹島 幸紀 

西村  勲 

眞柄 栄吉 

須藤 義美 

JR連合退連 

電機連合 OB会 

農水退 

私鉄高退協 

全たばこ退職者の会 

全たばこ退職者の会 

全水退 

JAMシニアクラブ 

PUC退職者の会 

PUC退職者の会 

Ｎ退協 

全印刷局退職者の会 

基幹労連退職者の会 

全造船機械高退協 

セラミックス連合 OB会 

総評 OB会 

東京高退連 

神奈川シニア連合 

全たばこ退職者の会 

Ｎ退協 

元会長 

元事務局長 

▼
ヒ
ト
科
・
人
類
が
、
霊
長
類
の

頂
点
の
座
を
、
他
の
サ
ル
目
（
霊
長

類
）
に
明
け
渡
す
日
も
近
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
も
と
よ
り
文
化
・
文
明

に
限
っ
て
い
う
な
ら
、
ま
だ
ま
だ
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン
の

追
随
を
許
し
て
は
い
な
い
。
▼
が
し

か
し
、
近
年
の
世
相
を
み
れ
ば
、
ヒ

ト
と
し
て
の
知
性
に
欠
け
、
弱
い
者

へ
の
い
た
わ
り
の
心
を
も
た
ず
、
物

事
の
判
断
基
準
の
中
心
に
は
常
に

自
分
し
か
な
い
「
ヒ
ト
ら
し
か
ら
ぬ

人
」
が
や
た
ら
に
多
く
な
っ
た
よ
う

だ
。
▼
倫
理
観
な
き
経
済
活
動
に
日

本
人
の
心
が
麻
痺
さ
せ
ら
れ
た
の

だ
と
説
く
者
も
あ
れ
ば
、
権
利
だ
け

を
強
調
し
す
ぎ
た
戦
後
教
育
の
せ

い
だ
と
力
説
す
る
向
き
も
あ
る
。
▼

い
ず
れ
に
し
て
も
、
似
て
非
な
る
も

の
を
「
も
ど
き
」
と
い
う
。
な
ら
ば
、

姿
か
た
ち
は
完
ぺ
き
に
人
で
あ
っ

て
も
、
ヒ
ト
と
し
て
の
知
性
や
心
を

持
た
な
い
そ
れ
ら
は
、
さ
し
づ
め

「
ヒ
ト
も
ど
き
」
と
で
も
い
う
べ
き

だ
ろ
う
。
▼
も
し
も
日
本
人
が
い

ま
、
そ
ん
な
新
種
の
サ
ル
目
へ
の
分

化
の
途
を
辿
っ
て
い
る
の
な
ら
、

由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。（
菅
井
） 

      

ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
守
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
利
害
に
関
す
る
「
虎
の

尾
」
を
踏
ん
だ
政
治
家
は
必
ず
何
ら

か
の
形
で
政
治
生
命
を
断
た
れ
る

そ
う
で
、
鳩
山
一
郎
、
岸
信
介
、
石

橋
湛
山
、
佐
藤
栄
作
、
田
中
角
栄
、

鳩
山
由
紀
夫
、
小
沢
一
郎
等
。
▼
一

方
、
対
米
従
属
派
で
長
期
政
権
と
な

っ
た
の
が
吉
田
茂
、
池
田
勇
人
、
中

曽
根
康
弘
、
小
泉
純
一
郎
だ
。
▼
「
親

米
自
主
路
線
派
」
の
政
治
家
が
欲
し

い
が
、
当
分
無
理
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
木
村
） 

 
 

 

  
 

  

（
木
村
） 
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